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平成１０年度（1998年度） 

１．シンポジウム 

実施月日 テーマ・演題 コーディネータ・講師 
 

平成１０年 

７月３日（金） 

参加者 

１０２名 

 

『感染症研究の現状と展望』 

 

－ 演題 － 

・腸管出血性大腸菌の病原性 

・赤痢菌の上皮細胞感染と細胞高次機能 

・細胞内寄生菌のエスケ－プ機構と宿主免疫 

応答 

・粘膜細胞間イントラネットを応用したワクチン 

・腸管感染症の新しいワクチンの開発 

・ポリオウイルス感染を決定する生体機能 

・センダイウイルス（HVJ）の遺伝子操作系の 

確立と展開 

・プリオン病の分子病態 

 

国立国際医療センター研究所 

所長 竹田 美文 

－ 講師 － 

大阪大学微生物病研究所  教授 本田 武司                            

東京大学医科学研究所     教授 笹川 千尋 

京都大学大学院医学研究科 教授 光山 正雄 

 

大阪大学微生物病研究所  教授 清野  宏 

国立国際医療センタ－研究所部長 山本 達男 

東京大学医科学研究所     教授 野本 明男 

東京大学医科学研究所     教授 永井 美之 

  

東北大学大学院医学研究科 教授 北本 哲之 
 

 

２．セミナー 

実施月日 テーマ・演題 コーディネータ・講師 
 

平成１０年 

１１月１３日

（金） 

参加者 

１４９名 

 

ブレインサイエンスシリーズ 第１１回 

『脳虚血に勝つ分子生物学的ストラテジ－』  

－ 演題 － 

・脳虚血とセカンドメッセンジャ－ 

・脳虚血へのグリア・ニュ－ロン系の細胞 

分子応答 

・低酸素による細胞のストレス応答の解明と 

その制御 

・脳の虚血ストレス応答 －遺伝子から行動まで－ 

・軽度脳虚血とアポト－シス 

・虚血脳に見られる炎症、免疫反応とその意義 

   

 

大阪大学医学部           教授 遠山 正彌 

大阪大学医学部      助教授 小川  智 

－ 講師 － 

慶應義塾大学医学部      教授 福内 靖男 

北海道大学薬学部       教授 野村 靖幸 

 

大阪大学医学部      助教授 小川   智 

 

兵庫医科大学          講師 松山 知弘 

名古屋市立大学医学部     教授 山田 和雄 

長生会 脳機能検診センタ－ 

理事長 小暮 久也 
 

 

１２月１日

（火） 

参加者 

１１８名 

 

『糖尿病性合併症の分子機構とその治療戦略 

－beyond glucose－』 

－ 演題 － 

・AGEとその受容体 

・酸化ストレス －脂質過酸化物の意義 

 

・神経障害の発症メカニズムとそれへの対応 

・糖尿病性腎症の発症機構とその治療戦略 

 

滋賀医科大学医学部      教授 吉川 隆一 

 

－ 講師 － 

金沢大学医学部        教授 山本   博 

名古屋大学大学院生命農学研究科  

教授 大澤 俊彦 

名古屋大学医学部        教授 堀田   饒 

滋賀医科大学医学部      講師 羽田 勝計 

 ・糖尿病網膜症の発症機序と治療 
 

九州大学医学部       助教授 梅田 文夫 
 

平成１１年 

１月２９日

（火） 

参加者 

１３８名 

 

『２１世紀に向けた Drug Delivery System 

 の現状と展望』 

－ 演題 － 

・細胞質内 Delivery による薬物治療戦略－遺伝子 

 治療、ワクチン開発を例として－ 

・遺伝子医薬品の体内動態と細胞特異的   

ターゲティング 

・トランスポーターを利用した肝、脳への 

選択的デリバリー戦略 

・薬物トランスポーター群の分子認識・輸送機 

 構を利用したドラッグデリバリー戦略 

・固型癌のターゲティングと癌血管の透過性： 

  癌化学療法におけるパラダイムシフト 

・実用化に向けての今後の放出制御システムと 

 標的化システムの提案 
 

 

大阪大学大学院薬学研究科 教授 真弓 忠範 

 

－ 講師 － 

大阪大学大学院薬学研究科 教授 真弓 忠範 

    

京都大学大学院薬学研究科 教授 橋田   充 

 

東京大学大学院薬学系研究科教授 杉山 雄一 

 

金沢大学薬学部        教授 辻    彰 

      

熊本大学医学部        教授 前田   浩 

 

武田薬品工業(株)DDS研究所      小川 泰亮 
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２月１９日

（金） 

参加者 

７３名 

  

『動物の体造り 

－分子発生学が覗くカンブリアの動物誕生劇－』 

－ 演題 － 

・プラナリアにみる体造りの基本 

 

・はばたく虫たち－昆虫の付属肢の起源 

 

・無脊椎動物が脊椎動物になったとき 

 

・左右非対称性の獲得 

 

・背腹軸の形成と神経誘導 

 

・脳の部域化のグラウンドプラン 

 

  

熊本大学医学部       教授 相澤 慎一 

 

－ 講師 － 

姫路工業大学理学部生命科学科  

助教授 阿形 清和 

国立遺伝学研究所系統生物研究センタ－ 

助教授 林  茂生 

京都大学大学院理学研究科附属 

瀬戸臨海実験所    助手  和田   洋 

徳島大学工学部生物工学科 教授 野地 澄晴 

 

京都大学再生医科学研究所 教授 笹井 芳樹 

 

東京大学大学院医学系研究科 

神経生物学教室     講師 嶋村 健児 
    

 

３．技術講習会 

実施月日 テーマ・演題 協賛企業 & コーディネータ・(講師) 
 

第１５回 

平成１０年 

６月１９日 

参加者 

２４名 

 

 

      

『ヒト染色体解析とFISH法』 

－ 演題 － 

・FISH法とその応用によるがん研究の新たな展 

 開 

・キット品を用いたFISHおよびM－FISH(multi 

 -target FISH)の技術解説 

・CGH及び現在開発中のGCGH (geno- sensor 

based CGH)の技術解説   

・蛍光顕微鏡と画像解析装置QUIPSXLを用いて 

 のデモンストレーション実施 
 

 

 

－ 後援企業 － 

藤沢薬品工業㈱ 医療関連事業部 

－ 講師 － 

東京医科歯科大学難治疾患研究所  

教授 稲沢 譲治 

藤沢薬品工業株式会社       前川 雅彦 

新宅 香織 

 

 

第１６回 

１０月６日 

参加者 

１８名 

      

『生体画像の取得と応用Ⅱ』 

 

 

 

－ 演題 － 

・生体分子の１分子イメージング・ナノ操作 

－分子機械の動作原理－ 

・顕微鏡による生体観察の基礎と応用 

  

・生体の高速蛍光イメージング装置 
 

 

－ コーディネータ － 

大阪大学医学部      教授 田村 進一 

－ 後援企業 － 

オリンパス光学工業㈱ 

－ 講師 － 

大阪大学医学部      教授 柳田 敏雄 

 

オリンパス光学工業株式会社   山岸   明 

阿部 勝行 

オリンパス販売株式会社     宇都宮弘美 
 

第１７回 

１１月２６日 

(10:00～17:00) 

参加者 

４８名 

             

『最新のGFPテクノロジー』 

 －ライフサイエンス分野への発展と応用－ 

 

－ 演題 － 

・Properties and Applications of EGFP  

, Color Variants of EGFP, and Unstable  

Derivatives 

・緑色蛍光蛋白質GFPとその生物学的分野への 

 応用 

・最先端のレーザー走査顕微鏡２光子励起、  

リアルタイム観察、GFPへの応用 

・ゼブラフィシュにおけるGFPの発現 

 

 

－ 協賛企業 － 

クロンテクジャパン㈱ 

オリンパス販売株式会社 

－ 講師 － 

CLONTEHCH Laboratories, Inc., P.D. 

 Whaley 

 

大阪大学遺伝情報実験施設  

教授 岡部   勝 

大阪大学大学院工学研究科 

応用物理学  助教授 中村  収 

大阪大学大学院医学系研究科 

第３解剖  助手 弓場 俊輔 
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第１８回 

平成１１年 

１月２６日 

参加者 

２５名 

              

『レーザースキャニングサイトメトリーの 

理論と実際』  

－形態観察を実現したサイトメータLSC－ 

－ 演題 － 

・LSCの原理とアプリケーション紹介 

・LSCのための標本作製法 

－ デモンストレーション － 

・機器の操作デモンストレーション 

・LSCによる染色体異変および細胞動態の解析 
 

 

－ 協賛企業 － 

オリンパス販売株式会社 

 

－ 講師 － 

オリンパス販売株式会社     清松 芳正 

オリンパス販売株式会社   

   染色体研究ｾﾝﾀｰ       佐藤 卓朋 

 

４．新適塾 

（１）千里神経懇話会 

実施月日 テ－マ・演題 オーガナイザー・講師 

 

第２８回 

平成１０年 

５月１５日 

参加者 

６４名 

 

『知覚神経節および自律神経節の可塑性をめぐ 

る最近の話題』 

－ 演題 － 

・モルモット後根神経節におけるヒスタミン 

（Ｈ１）受容体遺伝子発現の末梢神経損傷に 

よる変化 

・ラットNeuropathic Painモデルにおける脊髄 

神経節内交感神経節後線維およびマクロファ 

ージの役割に関する形態学的研究 

・骨盤神経節の自律神経遠心路喪失後の機能回 

復機構の解明 

・骨盤神経切断後の骨盤神経節の興奮について 

 

・交感神経節アドレナリン作動性シナプスの特 

徴と可塑性 
 

 

和歌山県立医科大学第２解剖 

仙波恵美子 

－ 講師 － 

関西鍼灸短期大学生理 和歌山県立 

医科大学第２解剖     樫葉   均 

 

京都府立医大麻酔科、第二解剖 

                            松本 裕則 

                            井端 泰彦 

秋田大学医学部第二生理      河合 正仁 

 

秋田大学医学部第二生理    今泉  満 

                            河合 正仁 

和歌山県立医科大学第２解剖    河合 良訓 

 
 

第２９回 

７月 ６日 

参加者 

９９名 

 

『アルツハイマー病解明に向けてのアプロチ』 

－ 演題 － 

・タウ蛋白のリン酸化の制御について－アルツ 

ハイマー病との関連 

・新規プレセニン－２スプライシング変種と孤 

発性アルツハイマー病 

・アルツハイマー病モデルマウス 

  

・プレセニリンを介したプロテアゾームによる 

アミロイド前駆体蛋白分解の可能性について 
 

 

田辺製薬・創薬研究所     今泉 和則 

－ 講師 － 

大阪大学医学部精神医学教室   田中 稔久 

 

田辺製薬・創薬研究所         佐藤 直也 

 

大阪大学医学部環境医学（修士）講座 

               竹田 潤二 

大阪大学大学院医学系研究科 

 機能形態学講座          森   泰丈 
 

 

第３０回 

平成１０年 

９月１８日 

参加者 

５７名 

 

『脳虚血』 

 

－ 演題 － 

・ＯＲＰ１５０抗体価高値症例が語るもの 

 

・ＯＲＰ１５０の発現は低酸素による細胞死を抑制

する 

・ＯＲＰ１５０の分子シャペロンとしての性格 

・ＯＲＰ１５０の発現は虚血性神経細胞死を抑 

止する 

・小胞体ストレス蛋白質の誘導機構 

 

大阪大学大学院医学系研究科 

 機能形態学講座      小川   智 

－ 講師 － 

大阪大学大学院医学系研究科 

機能形態学講座        小川   智 

〃               小沢健太郎 

 

〃                  坂東 良雄 

〃                 玉谷実智夫 

 

ＨＳＰ研究所          柳  秀樹 
  

 

第３１回 

１１月３０日 

参加者 

７４名 

 

『神経可塑性』 

  

－ 演題 － 

・糖鎖修飾が与える神経可塑性への影響 

  

・神経の可塑性とニューロフィラメント 

 のリン酸化 

・運動学習を担うシナプス長期増強 

・ニューロプシン遺伝子欠損による組織 

 学的、生理学的影響 

 

奈良先端科学技術大学院大学    吉田 成孝 

塩坂 貞夫 

－ 講師 － 

奈良先端科学技術大学院大学細胞構造 

加藤 啓子 

大阪大学医学部精神科         中村   祐 

 

大阪大学大学院基礎工学研究科   小田 洋一 

奈良先端科学技術大学院大学細胞構造 

                         加藤 啓子 
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第３２回 

平成１１年 

１月２５日 

参加者 

４４名 

 

『神経疾患に対する遺伝子導入の試み』 

－ 演題 － 

・グリオーマ細胞への遺伝子導入とその応用 

 

・変異型アデノウィルスを用いた脳腫瘍に 

対する遺伝子治療 

・ミクログリアを用いた脳に選択的な遺伝子 

導入法 

 

大阪市立大学医学部第一解剖     高木 宏 

－ 講師 － 

名古屋大学医学部脳神経外科遺伝子治療 

水野 正明 

(財)癌研究所癌化学療法ｾﾝﾀｰ   濱田 洋文 

 

さきがけ研究２１(藤田保健衛生大学 

総医研)                澤田  誠 
 

 

第３３回 

２月２６日 

参加者 

５１名 

 

『神経障害と知覚ニューロン』 

－ 演題 － 

・ラットニューロパチックペインモデルの 

一次知覚神経細胞における遺伝子発現変化 

・ニューロパチックペインモデルにおける 

後索核系の関与について 

・In vivoパッチクランプ法による脊髄感覚情 

報処理の解析 
 

 

兵庫医科大学医学部第二解剖   野口 光一 

－ 講師 － 

兵庫医科大学第二解剖       福岡 哲男 

  

野口 光一 

  

佐賀医科大学生理学       吉村   恵 

古江 秀昌 
 

 

（２）２１世紀の薬箱 

実施月日 テ－マ・演題 世話人・講師 
 

第２３回 

平成１０年 

５月２６日 

参加者６２名 

 

 新しい治療戦略（８） 

『ワクチン開発の最前線』 

－ 演題 － 

・抗ＨＩＶワクチン開発戦略とその評価 

  

・ワクチン用アジュバントへのＤＤＳ 

 

 

  

大阪大学大学院薬学研究科 

教授 真弓 忠範 

－ 講師 － 

国立感染症研究所エイズ研究センター 

本多 三男 

真弓 忠範 
 

 

第２４回 

７月 ７日 

参加者１７名 

 

 

 

－ テーマ・演題 － 

『活性型Ｓｒｃチロシンキナーゼを認識 

するモノクローナル抗体の開発と応用』 

 

大阪大学大学院薬学研究科      

教授 那須 正夫 

－ 演題 － 

カリフォルニア大学サンフランシスコ校 

Lung Biology Center  

研究員 川勝一左哲 
 

 

第２５回 

９月２９日 

参加者４５名 

 

『複数のターゲット分子をもつ薬』 

－ 演題 － 

・セロトニン、ドーパミン受容体アンタゴニス 

ト（ＳＤＡ）について 

・頻尿・尿失禁治療薬について 

・アンギオテンシン受容体拮抗薬について 

 

 

大阪大学大学院薬学研究科  教授 松田 敏夫 

－ 演題 － 

住友製薬（株）総合研究所     大野 行弘 

  

大日本製薬（株）創薬研究所   志水 勇夫 

武田薬品工業（株）創薬研究本部 

             稲田 義行 
    

 

第２６回 

１０月１６日 

参加者４６名 

 

 

 新しい治療戦略（９） 

『吸収改善を目指したＤＤＳの開発と２１ 

世紀の展望』 

－ 演題 － 

・薬物の吸収改善法：特に直腸吸収及び経皮 

吸収について 

・医薬品吸収とその製剤設計上の問題点 

 

大阪大学大学院薬学研究科      

教授 真弓 忠範 

 

－ 演題 － 

摂南大学薬学部           矢田   登 

 

昭和薬科大学薬学部           松本 光雄 
 

 

第２７回 

１２月８日 

参加者１６名 

 

 

『医薬品・食品・生薬の現状と課題そして 

展望』 

－ 演題 － 

・医薬品の品質保証とGNP 

 

・生薬を中心とした医薬品の品質評価法 

 

 

大阪大学大学院 薬学研究科  

教授 那須 正夫 

－ 演題 － 

大坂府保健衛生部 薬務課品質指導 

係長 柳原 義彦 

大阪府立公衆衛生研究所 薬事指導部 

主任研究員 山崎 勝弘 
 

 

第２８回 

平成１１年 

２月２２日 

参加者４０名 

 

『中枢神経系細胞傷害保護のターゲット分子』 

 

－ 演題 － 

・グリア細胞障害のシグナルカスケード 

 

大阪大学大学院 薬学研究科     

教授 松田 敏夫 

－ 演題 － 

神戸学院大学薬学部     田熊 一敝 
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・NOの細胞毒性と細胞接着分子 

・グリア細胞の病態と細胞骨格系 

大坂大学歯学部          前田 定秋 

大阪大学大学院薬学研究科     小山   豊 
 

 

５.千里ライサイエンス市民公開講座「成人病シリ－ズ」 

コ－ディネ－タ：国立循環器病センタ－名誉総長 尾前 照雄氏 

回 数 テ－マ・演題 座長・講師 
 

第２２回 

平成１０年 

８月２２日 

参加者 

１６５名 

 

『ライフスタイルと循環器病』 

－ 演題 － 

・開催に当たって 

・高血圧の予防はまず自らの手で 

 

・老化、遺伝性体質も生活習慣でしのぐ 

未病対策 

・動脈硬化予防の食生活 
 

 

尾前 照雄 、岡田 善雄、田口 數雄 

－ 講師 － 

岡田 善雄 

九州大学健康科学センター 

教授 川崎 晃一 

国立循環器病センター内科     

医長 都島 基夫 

東海大学名誉       教授 五島雄一郎 
 

 

第２３回 

１２月５日 

参加者 

９９名 

 

『がんを識る』 

－ 演題 － 

・開催に当たって 

・アポトーシス（自死）とがん 

・ライフスタイルとがん予防 

・血液のがん-助け合いと上手な負け方- 
 

 

岡田 善雄 、田口 數雄 

－ 講師 － 

岡田 善雄 

東京理科大学薬学部    教授 田沼 清一 

大阪成人病センター    顧問 森本 兼曩 

大阪大学医学部        教授 正岡   徹 
 

第２４回 

平成１１年 

３月２０日 

参加者 

１５５名 

 

『アレルギーとの付き合い』 

－ 演題 － 

・開催に当たって 

・免疫のしくみとアレルギー 

・アトピー性皮膚炎 

－乳児から成人について－ 

・花粉症とその上手な対処法 

 

尾前 照雄 、岡田 善雄、田口 數雄 

－ 講師 － 

岡田 善雄 

大阪大学             総長 岸本 忠三 

関西労災病院皮膚科   部長 足立   準 

 

医療法人財団 神尾記念病院   

顧問 齋藤 洋三 
 

 

６．千里ライフサイエンスフォ－ラム 

開催月日 テ－マ 講  師 名（所属） 

６９回 

平成１０年 

４月２２日 

参加者２５名 

『熱帯魚はどこへいくの』 

 

 

国立民族学博物館    教授 秋道 智弥 

 

 

７０回 

５月２１ 

参加者４０名 

『生と死を支える』～ホスピスの現場か～ 

 

大阪大学人間科学部 教授 

淀川ｷﾘｽﾄ教病院   名誉ﾎｽﾋﾟｽ長 柏木 哲夫 

７１回 

６月１８日 

参加者４１名 

『睡眠を科学する』 

 

大阪バイオサイエンス研究所 

所長 早石   修 

７２回 

７月３１日 

参加者３５名 

『＜臨床哲学＞という試み～』哲学と社会 

のつながりについて考える～ 

大阪大学文学部          教授 鷲田 清一 

 

７３回 

８月１９日 

参加者２３名 

『落日に人間の根源さぐる』 

 

大阪女子大学          学長 中西   進 

 

７４回 

９月２５日 

参加者３８名 

『地震の前、なぜ動物は騒ぐのか』－電磁気 

地震学の誕生     ［KRFとのｼﾞｮｲﾝﾄﾌｫｰﾗﾑ］ 

大阪大学大学院理学研究科 

教授 池谷 元伺 

７５回 

１０月３０日 

参加者３８名 

『がん対策はどうなっているのか』 

＜現状と未来＞ 

大阪府立成人病センター 

総長 豊島久真男 

７６回 

１１月１９日 

参加者２９名 

『わが国における臓器移植は今後どうなるか』 

 

大阪大学医学部第１外科 

教授 松田   暉 
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７７回 

１２月 ９日 

参加者２６名 

『内分泌攪乱物質のリスクの評定と 

その低減への努力』 

国際純正応用化学連合(IUPAC) 

「化学と環境」部会長 宮本 純之 

７８回 

平成１１年 

１月２２日 

参加者２９名 

『ウイスキー』その伝統・技(わざ)・ 味わい 

 

 

サントリー（株）社友元山崎蒸留所 

工場長 嶋谷 幸雄 

 

７９回 

２月２４日 

参加者２９名 

『能と狂言の違いについて』 

 

 

羽衣学園短大教授 

京都市立芸大・大阪芸大講師 

能楽師（大蔵流狂言方） 安東 伸元 

８０回 

３月２６日 

参加者２３名 

『大地母神の時代』 

 

国際日本文化研究センター 

教授 安田 喜憲 

 

7.千里ネイチャー・カッレッジ 

回数 開 催 日 テ－マ名 
参加者 

生徒 関係者 

第１回 

 
７月１２日（日） 

「オリエンテーション」と「サルの観察（1）」 

 

３７名 

 

２３名 

 

第２回 

 
８月 １日（土） 

「植物・昆虫・野鳥の観察」 

 

３７名 

 

２４名 

 

第３回 

 

１０月２４日

（土） 

「サルの観察（2）」と「修了式」※ 

 
３８名 ２４名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




